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１．研究計画の概要
本研究は、プラットフォームビジネス(PFB)
の概念を再検討した上で、デジタル技術の発
展を背景にした、PFB の発展と可能性につい
て明らかにするものである。具体的には、
PFB 企業が補完製品企業および最終消費者
にどう働きかければよいか（プラットフォー
ム戦略論）を軸にしたプラットフォームビジ
ネスの今日的課題についての「解」を示した
いと考えている。対象として、ネットビジネ
ス、ゲーム業界、通信教育、地域情報化、コ
ンテンツビジネスなどを想定する研究であ
る。

２．研究の進捗状況
プラットフォームビジネス（PFB）・サービ
スについて、理論追求と事例研究の双方につ
いて成果をすでに発表している。前者につい
ては、メディア機能型 PFB と基盤機能型
PFB の概念的区分とその融合について研究
を進めている。
上記の理論的研究の成果として、プラットフ
ォームビジネスの定義の確立を図っており、
現時点での定義は、「各種の補完製品・サー
ビスや補完コンテンツとあわさって顧客の
求める機能を実現する基盤になり、プレイヤ
ーグループ間の意識的相互作用の場となる
製品やサービス」というものである。また、
理論研究においては、「創発」に着目した PF
理論の探求も進めている。この成果は、國領
の「創発のプラットフォーム」として理論化
が進んでいる。
同時に、上記の理論的研究に基づきながら、
事例研究も進めている。具体的には、電子マ
ネー、ソフトウェアビジネス、ゲームビジネ

ス、ネットプロモーションについて、すでに
研究成果を発表している。電子マネーについ
ては WAON、ソフトウェアビジネスについて
は JAVA とデータベースソフト、ゲームビジ
ネスについてはポケモンとカードゲーム、ネ
ットプロモーションについては化粧品の顧
客との SNS を使ったコミュニケーションに
関する事例研究を発表した。
文献研究については、まだ成果を発表するに
は至っていないが、研究会等で着実に前進を
はかっている。
なお、プラットフォームビジネスに関連する
視点から、資源ベース戦略論と、同理論を発
展させる視点からの CIO の役割や、情報シス
テムと競争優位に関する研究成果も発表し
た。ここでの成果は、移動障壁と独自障壁の
概念的区別を確立したこと、情報システム構
築論と経営戦略の基本的思考法の違いを明
らかにしたこと、情報システムを「仕組」の
一部として捉えて競争優位との関係を論じ
たことである。ここで、仕組とは、「資源と
活動からなる、ビジネスシステムの部分シス
テム」である。

３．現在までの達成度
おおむね順調に進展している。理論と事例の
両輪について着実に成果を発表している。今
後は、文献研究に関する成果を発表し、研究
テーマである「デジタル技術の発展をふまえ
たプラットフォームビジネス論の新展開」に
ついて、まとめとなる研究成果を発表するこ
とを予定している。

４．今後の研究の推進方策
当初の予定通り、理論研究と事例研究を進め

機関番号：３２６８９

研究種目：基盤研究（B）

研究期間：2008～2011

課題番号：20330087

研究課題名（和文）デジタル技術の発展をふまえたプラットフォームビジネス論の新展開

研究課題名（英文）New Direction of Platform Business or Service Based on the Development

of Digital Technology

研究代表者

根来 龍之（NEGORO TATSUYUKI）

早稲田大学・商学学術院・教授

研究者番号：70189364



る。事例企業に対するインタビュー調査、ア
ンケート調査もさらに進める。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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